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に発表 し討論 しあい､また､研究に関連 した情報を交換 しあうことを目的とし
て､毎月 1回編集 ･刊行 されます｡掲載内容は､研究論文､研究会 ･国際会議
などの報告､講義ノー ト､特別寄稿､研究に関連 した諸問題についての意見な
どです｡










ワープロ原稿を歓迎 します｡原則 として写真製版でそのまま印刷 されますの














2)数式は大 きく明瞭に書 き､ 1行におさまらない場合の改行箇所 を赤で指
定 して下さい｡
3)数式､記号の書 き方は､ Progress,Journalの投稿規定に準 じ､立体 ([)､
イタリック (_ )､ゴシック (W )､ギリ シャ文字 (ギ)､花文字､大文
字↑､小文字などを赤で指定 して下さい｡本誌は立体を基本 としてタイプ
されますので､式にも必ず､イタリック､立体を指示 して下さい｡また､
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第 7回物性専門委員会 (第 15期)議事録
日時 1993年 11月 10日 (水) 13:00-17:00
出席者 伊達 宗行 石井武比舌 勝木 過 典地 斐男
小松原武美 近 桂一郎 竹内 伸 鵠 喜久夫
中嶋 貞捷 深井 有 安岡 弘志､





O IUPAP総会 (奈良)でコミッションメンバーの交代が あった｡学術会議メンバ-
と任期のズレがあることに間産があり､今後の検討課題である｡
○ 今 日､物理学会理事 と物研連幹事 との懇談会を行 う｡
O｢21世紀将来 ビジョン｣のとりまとめ役を江沢洋氏が行うことになった｡明 日の本会
議で議論 していただ くが､タイ トルはもっとつつましくした方がよいのではなかろう
か｡
○ 学術会議総会では ｢生物辻伝資源 レポジ トリーおよび細胞DNAレポジ トリーの整備につ




いて (別紙案 )関係役所の係官 に説明 して意見を聞 くことにしている｡
○数理科学国際研究所 については第4部 として五月捻会 に勧告案を出 したい｡設置形態を
どうするか､ また名称 をどうするかは検討 を要する｡
094年国際会議の代表派遣は 12月 7日にしめきられる｡
O｢日本学術の構造的詩閲見｣について伊達会員が高度 として文章を発表 した｡要望があ
ればコピーを差 し上げ られる｡明治以来の官僚主導システム､ 日本 と米国のシステムの
比較 について述べ ら､れてお り､第 4部 としてどう対応するかは未定だが､何 らかの形で
まとめて外 に出 したい｡
○学術会議の移転 については､平成 10年か ら横浜みなと未来地域へ移転すべ く具体案を
作成中である｡
2.物性研 く竹内)
○人事 :凝縮系､中性子散乱で所員公募を開始 した｡前回報告の2件 と共に選考中である｡
数名の助教授を教授 に昇格する人事を考慮中である｡




上がっている)｡中性子散乱研究施設 (東海村)事務官常駐 1名は既に着任 している｡
研究員宿舎 (所員居室も含む)は来年度早々に完成する予定である｡
3.基礎物理学研究所 (長岡)






○将来計画 :平成 9年には物性の部門に時限が くるのでこれを含めた改組を部門増も舌め
て検討 している｡部門増に当たり助手の振替をどう考えるかが間産である｡計算機は基
研なりに大きなものをもちたい｡











































○最新の ｢将来計画要約 (所員会幕認済)｣が配布され､平成 7年度に柏キャンバス取得
費を概算要求するよう準備中であり､早ければ平成8年度に移転を開始する予定である
旨竹内所長から説明があった｡
○資料説明 (安岡) :平成5年2月と10月の議論を措まえて改訂 した｡概算要求にす(･対応
できるように用語等をなお した｡当案で重点とされているものは研究センタ一群構想と
研究のネットワーク化お●よび共同研究の推進である｡





































































科 研 費 総 合 研 究 ･- 般 研 究 の
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送本の中止 はVolumeの切れ 目しかで きません｡次の Volume
より送本中止を希望される場合､できるだけ早めに ｢退会届｣
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